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列度は低下 し,150℃ 熱庭理物の場合では荷重前と同 じデバイシエラーの リングを示す.換 言
すれば,可 塑性延伸は糸歌分子乃至微結晶粒子の繊維の方向への排列を意味する,土 述の實験
  ロ
は熱虚理時闇は1時 悶に限定したが日寺聞が雷然問題 となる.そ こで我 々は50℃,100℃ に於て
加熱時ilElを5分か ら2時 闇 まで攣更して室温に於けるX線 岡を撮影 した。 X線 圖は根木的には
時間に關係しないが彊度の貼で加熱時間の大なる方が梢鮮明である.こ れに件つて一定荷重下
の最大延仲度,弾 性回復率を測定した(第2表1).50℃ 熱塵理の場合はその機械的性質は殆ん
ど時間に無關係 に一定であるが,100℃ 熟庭理の場合には時闇の増加 と共に最大延仲度は減少
し弓輩性回復率は増加す.
 結 果 常温に固定された高温の結rl11の攣態は熱虞理によつて低温に於て安定な結品の鍵
態 に傳移する.X線 圖の攣化と干行に繊維は揮性を増大 しかた くな る.
 以土の結果か ら低温1こ於て安定な結品の攣態を有する繊維 は墾形 しにく,高 温に於て安定な
結品の攣態をイfするものは攣形し易いことになる.
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 ポリアマイドの融熔紡縣の場合には必す低温延仲なる操作が必要 であ り,こ の操作によつで
優秀な繊維をつ くることが出來る.我 々は前報によつてポリカプロアマイドの熔融紡綜直後の
繊維は,高 温に安定な結品が常温に於て固定 された ものであるとい う事 を見出 し,が ＼る結品
を有 する繊維の熱 に封するX線 圖の攣化並にこれに俘ふ機械的性質を吟味 した..これを基礎 に
して低温延仲の機梅を考察 して見たい.
   第1表 延伸によるd(Ae)の 憂化      1) X線 試験  試料 としては紡綜直後の
＼ 干灘 占   RI     R2    未延仲繊維を使用した.こ れに就いて種 々の
                
卿 陣   ]'o AI  A2 A3  長 さに室温で延f中して其のX線 圖を撮影 した・
  0%   /8.24＼   /4ユ1＼   第1表 に得 られたX線 圖の面聞隔を示す.
  30%  8・18 不鮮明 4・31 3・71   30%延 伸のX線 圖に於て己にハ ロr-・は赤道
諺1:ll;:ll l:ll l:ll線 ・牧敏・始め・新に此の干灘 のタ隙 新
  150%  8,18 7.49 4.38 3.71  干渉鮎が現 れ る,延 伸度 を檜加 す る とこの干
  200%  8・29 7・39 4・36 3・71  渉鮎 は釜 々張 度 を増 して明瞭 とな り,150%
ll翻1:1貿:翻:ll l:;1醐X線 購 温に購 結鰻 態の識
                     維圖となる,
                   (122)
            古'川;熔融粘度と溶液粘度の關係について
 2)低 温延伸の機構  上記の賢験より低温延伸なる操/乍は窪ミ湿に固定された高温の結晶の
攣態が,延 伸操作によって低温に於て安定な結品の攣態へ縛移す る專である。従つて未延伸試
料の結晶 を勲庭理する場合と全 く同一である.た だ異なる黒占は前者の場ぞヤは繊維を構域する系
朕分子が繊維の方向に排列 し,共 爲和互間に牽引力が作用して常温に安定な結晶の憂態に縛移
する事であ る.か かる貼は張度大なる繊維をつ くる必要條件であ り,熱 虚理によつて完全に韓
移 した未延イ申試料は強度 もよわくイ申度 もない.
 未延伸試料は容9P rc 400 %迄 延伸する事がHl來,こ れによつて高度の繊維岡をとらす事が可
能で,こ れ以上は切臨することなしに延伸することは出來ない.こ の事はポリカブロアマイド
の系朕分子の 強力な原子團CO, NIIが 延伸によつて祁牽引し始め,400%附 近に於て共作用
が完了するもの と考 えζ,れる.か かる場合系朕分子乃至微結品粒子の朝五の滑 りが起 らす回縛
のみが支配すれば高 々200%し か延びないに も拘 らす,事 實は400%も 延びる事を考慮にいれ
るな らば,相 到的滑 りが相営1こ起つている事を暗示 している.
 次 に延伸の場含の外形的攣化にっいて述べる,最 初外部的不均一性によるものか又は他の原
因 によるものが,繊 維のある部分のみが延び初め,暫 時にして停 止して他の部分が延び出す.
延伸 された部分 とされない部分は クビレが起つて,丁 度金属アル ミ棒を延伸した場合の滑 り面
のそれ と全 く同一である.(第2表)
    第2表 低濃延仲前試料に一定荷重を加へた場含の延びの時間的憂化(始 長10mm)
  濾 凹2・ ・ 」 ・ 、・ 、。 ・
   (259kg/。m・＼
     1分    43   34.5   14   12   13
     3分    43   35   16.5   12   13
     5分    43   35   19   12.4   13
     10分      43     35     23     12.5    13
     20分           43          36          26.6         12.5       ' 13.2
     30分      43     36     275    12,5    13.5
     1時 間     43.5    368    31     16     13.5
     3時 間     43.5    37     31.5    19.5    14
     24fi寺…間    '     44         37.3        32         22.5         14.5
       熔 融粘度 ご溶液粘度 の關係 につい て
              古  川  淳  ご
灘 豊の粘度についてはEy・i・gの 粘度式があ り(Th・Th・ ・r>' ・f Rat・P・aeesseE, 480, 19")
                   (123)
